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北極域の春の融雪進行の衛星観測
Satellite Observations of spring snow melt in the Arctic
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北極域の積雪融解期のアイスアルベドフィードバックが顕著になるのは、日射が多く積雪も存在する春である。また、
気候モデルを使った積雪の再現では、融雪期の予測不確定性が問題になっている．さらに、北極の陸域生態の研究にお
いても，融雪開始・終了の把握の必要性が指摘されている．これら春の積雪変化に関する研究では、現地観測の情報収
集が行われているが，広域を把握するには衛星観測が有効である．ここでは北極圏における観測地域の衛星データを抽
出し，融雪期の観測結果をまとめ，その季節変化や年々変動，地域差を調べ，地理条件などと比較した．
衛星Aqua搭載のマイクロ波放射計AMSR-EおよびGCOM-W衛星（「しずく」）のマイクロ波放射計AMSR2のデータも

使用している．これらのセンサーにおいて，融解シグナルは 36GHzの水平偏波の昼と夜の差 (Diurnal Amplitude Variation:
DAV) を指標としてもとめている．マイクロ波による観測では積雪前の地面の凍結開始も判別できるので地面の凍結，積
雪開始，融解開始と終了（積雪期間終了）という寒冷域の基本的な季節サイクルを読み取ることが出来る．
これらのマイクロ波による積雪情報と、MODIS衛星を用いた JAXA/JASMESの積雪、融雪情報との比較を行なった．
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